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② 伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くこと【Ｂ２三】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
三 封筒に貼ってある切手を水の中にしばらく浸しておくと、きれいにはがすことができるようにな
ります。その理由を次の条件１と条件２にしたがって書きなさい。 
条件１ 「切手」、「液体」、「アンカー効果」という言葉を全て使って書くこと。 

 条件２ ２０字以上、５０字以内で書くこと。 
 
【正答例】  
・切手を水に浸すことで、固体となっていたのりが液体となり、アンカー効果がなくなるから。 
・切手ののりが液体になり、アンカー効果を失うから。 
・水にしばらく浸すと切手ののりの部分が固体から液体になる。その結果、アンカー効果がなくな
るから。 

正答率（％）兵庫県：２６．５、全国：２８．４  無解答率（％）兵庫県：１７．６、全国：１６．０ 
〈誤答の状況〉 

切手を水の中にしばらく浸しておくときれいにはがすことのできる理由を適切に書くことができていない・・・49.7％ 

・例１：切手が液体に触れることでアンカー効果というものが働いて、きれいにはがすことができる。 
・例２：水の中に入れると、封筒と切手の間に液体に浸せばアンカー効果できれいにはがれます。 
・例３：アンカー効果でくっついていた切手が、水に浸すことで固体から液体になったから。 
・例４：アンカー効果がなくなったから、切手ののりが固体から液体になった。 
・例５：切手の裏ののりは、ぬらすと液体の接着剤となり、これが物にくっつく仕組みをアンカー効 

果という。 
 
〈主な原因〉 

・例１、例２：アンカー効果について正しく読み取ることができていない。 
・例３：事実を明確に書くことができていない。 
・例４：原因と結果を逆に捉えて書いている。 
・例５：切手をきれいにはがすことができる理由でなく、アンカー効果の説明をしている。 
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〈今後の指導に向けて〉 

①資料から適切な情報を得て、伝えたい事実や事柄が明確に伝わるように書くことや②自分の考え

や根拠を明確にして書くことに依然として課題がある。 

 学習課題に対する自分の意見を書く際に、キーワードを示すなど読むことと書くことの一体化を図る

授業を計画的に取り入れていく必要がある。また、字数制限を設けて簡潔に書かせる指導も必要である。 

 

（参考）生徒質問紙より（県/国） 

・学校図書館・地域の図書館に行きますか。  週 1 回以上：（5.1%/8.0%） 

 ・国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたりしていますか。 

    肯定的な回答：（44.5%/56.1%） 

 ・国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫していますか。 

肯定的な回答：（39.1%/49.1%） 

 ・国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気をつけて書いていますか。 

     肯定的な回答：（52.7%/60.3%） 

 

【例１ ２年「立場と根拠を明確にして書こう」（光村図書２年）】 

 ・立場とそれを支える根拠を明確にして、構成を工夫しながら意見文を書く（600～800 字程度）。 

 ・書いた文章を読み返し、読みやすく分かりやすい文章になるよう推敲する。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

【例２ さまざまな文章を読んで疑問を解決しよう】 

・疑問を解決するために、文章から適切な情報を得て簡潔に伝える（50～100 字程度）。 

 

 

 

 

 

・対立する２つ

の意見につい

て、自分の立場

を決める。 

・根拠を明らか

にする 

・反論を想定

し、それに対

する意見を

考える。 

 

・構成を考

え て 下 書

きをする。 

・文章を推

敲する 
 

読み合い、

よい点・改

善 点 を 話

し合う。 

清書する 

普段から疑問に

思っていること

を挙げ、何を解

決したいのかを

決める。 

２つ以上の資

料を読み、必要

な情報を取り

出す。 

「疑問に対す

る答え」を意識

して書く。 

互いに読み

合い、アド

バイスをす

る。 

アドバイスや自

らの気づきを生

かし、推敲して字

数制限内で仕上

げる。 

ポイント 

・自分の意見を分かりやすく書かせるために、伝えたい事柄を明確にさせ、構成な

どを工夫させる。 

・条件設定（キーワードの提示、字数制限等）のもとで根拠を明確にさせ、自分の

考えを書かせる。 


